
３ 今後の取り組みについて 

１ 運行エリアについて 

 足柄広域新モビリティサービス事業計画素案の計画に基づき、来年度、山北町への運行エ

リアの拡充を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 運行体制の見直しについて 

 現在、定時的な移動ニーズの見込まれる朝晩（7:00~8:00、20:00~21:00）の時間帯におい

て、経路を限定した定時的な運行を行っている。寄地区においては、アンケート調査におい

て定時的な運行を望む声が多く、また、運行効率の向上を図るため、富士急モビリティの路

線バスとの調整を図りつつ、現在、朝晩に実施している目安の時刻を設けた運行を拡大し、

運行体制の転換を検討していきたい。 

 ルートは、これまでの実証実験で得られた寄地区の住民の利用ニーズを踏まえ、鉄道駅、

買い物施設、クリニック等を想定しており、具体的な経由地は地域住民との意見交換会を実

施し計画していきたい。 
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３ 車両の見直しについて（ダウンサイジング） 

 平均的な乗車人数について検証をしたうえで、現在使用しているトヨタハイエース（10

人乗り）から、ミニバンサイズ（７～８人乗り）のハイブリッド車などへの転換を検討して

いく。 

 

４ 令和８年度以降の運行について 

 松田町から受託している実証実験が令和７年度に終了となることから、令和７年度中に

令和８年度以降の本格運行に向けた協議・検討を進めていきたい。 

 検討にあたっては、現在運行している町の皆さまや交通事業者の皆さまと今後のあり方

について、対話を重ね、あるべき姿を検討したい。 




